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	３団体連携！ 「浅間山健康ウオーク」開催
          実施団体　NPO法人 浅間山再生プロジェクト
                    安西学区体育振興会
                    安西学区子ども会
  浅間山再生プロジェクト、安西学区体育振興会、安西学区子ども会による３団体共同事業「浅間山健康ウオーク」が８月２４日（土）に行われました。
  当日は、天候にも恵まれ、学区の子ども達を始め約７０人の皆さんが参加しました。
  浅間神社、賤機山古墳、放置竹林伐採跡地などを見学し
妙見山で流しソーメン、竹細工等を楽しみました。
[image: image1.jpg]



[image: image2.jpg]




	市民フォーラムで事例発表
　９月１３日（金）に静岡市生物多様性市民フォーラムが沼上資源循環センター啓発施設で開催されました。「放任竹林×生ごみダイエット～竹を活用した生ごみの分解とその後の利用について～」のテーマで、市内の里山保全団体等、３０団体７０人が参加しました。
  浅間山再生プロジェクトからも６人の会員が参加しました。
  保全団体を代表して、浅間山再生プロジェクトが「安西小学校との取組事例の紹介」を行いました。
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  静岡市からは、市内の放任問題の紹介と市の支援　　　　　　　　　　体制について　　　　　　　　　　説明がありま　　　　　　　　　　した。


	  放任竹林伐採跡地の下草刈りを進めています
  松樹院裏山の伐採跡地に植樹した１７０本の苗木は順調に育っています。雑草に覆われている苗木を守るため、下草刈りを行っています。
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  毎週土曜日、約２０人の会員が
斜面に植えた苗木の周りを中心に
刈っています。
  現在は、雑草に覆われた跡地の
大部分が整備され、景観もよくな
りました。
  今後も、苗木を見守り、下草刈
りを継続していく予定です。

	 静岡市が「竹粉砕機を購入」
　市民フォーラムで、静岡市清流の都創造課より「竹粉砕機」の購入計画について説明がありました。
  粉砕機は、伐採した竹を粉砕して、竹粉にするものです。破砕機による竹チップ よりもより細かい竹粉ができます。
　浅間山再生プロジェクトでは、この破砕機を活用し、「放任竹林×生ごみダイエット事業」に協力していきます。



   　安西学区で「竹粉を活用した生ごみダイエット」の説明会を始めます！
	   NPO法人 浅間山再生プロジェクトでは、静岡市沼上資源循環センター、清流の都創造課、消費者協会と連携し、「竹粉を活用した生ごみダイエット」の啓蒙活動を始めます。
  ７月には、安西小学校４年生を対象に、社会科・総合の時間に体験学習を行いました。沼上資源循環センター啓発施設職員、重岡廣男氏による静岡市の「ごみの現状と対策」のお話しの後、会員１０人も参加し、子どもが持参した生ごみと竹粉を混ぜ、堆肥化の体験学習に取り組みました。子ども達の学習への関心も高く、一生懸命取り組む様子が見られました。
  今後、安西小学校や末広中学校への学校支援を続けていきます。また、学校・家庭・地域の連携のためにも、PTAや地区町内会の理解と協力をお願いしていきます。

	 安西小学校での体験学習
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